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	災害で出たごみは、どう分けたらいいんだろう？
	災害時
	のごみの
	出し方
	片付け時には
	災害ごみ
	生活ごみ
	の分別が必要です
	災害によって 出たごみ

	災害ごみ
	日常生活で 発生するごみ

	生活ごみ
	捨てる場所は？
	災害ごみは 仮置場へ
	市が設置する専用の仮置場へ、分別して持ち込んでください。
	大きな災害が起きると、市は災害ごみを一時的に保管する「仮置場」を設置します。受け入れ準備が整い次第お知らせしますので、分別して持ち込んでください。 仮置場の場所や受入開始日については、市ホームページ、公式SNSや避難所への掲示などでお知らせしますので、それまでは、自宅や敷地内で保管してください。

	生活ごみは ごみステーションへ
	通常どおり分別し、処理体制の復旧後、決まった日時にごみステーションに出してください。



	災害ごみ
	の分別品目
	大きな災害が起きた場合の、災害ごみの分別は次のとおりです
	災害ごみは、適正に処理するため、種類ごとに分別をお願いします。
	災害ごみは、種類ごとに分別して持ち込みますが、いろいろな種類のごみを車両に積むより、１種類ごとに持ち込むと、荷下ろしも１か所で済むのでスムーズです。
	ごみステーションに災害ごみを出すと、生活ごみの収集ができなくなります。
	災害ごみを道路上に出すと、緊急車両の通行の妨げになります。
	燃やすごみとして出していた、生ごみやおむつ等の腐敗する生活ごみは、仮置場ではなくごみステーションに出してください。

	① 木くず
	① 木くず
	① 木くず
	① 木くず
	災害ごみをできるだけ出さないための 日頃の備えとは？
	どうして分別や決ま
	った場所に捨てる ことが必要なの？
	広報は？
	大きな災害時の
	地震や水害など災害の種類や被災状況にもよりますが、３～７日以内に仮置場の設置や生活ごみの収集を再開します。仮置場の具体的な場所や、仮置場内でのごみの出し方など、具体的な災害時のごみの出し方については、以下の方法でお知らせします。 ① 市HP、公式LINEなどのSNS ② チラシ（各避難所等で配布・掲示）




